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���� ೥モデル 1$9͓Αͼ 1$9�):#3*% の開発
Development of 2018 PCX and PCX HYBRID

େ　৿　७　ฏ１	 গ　֮　　　ޭ̎	 高　山　１࢜　ܚ

Jumpei OMORI Isao SHOKAKU Keishi TAKAYAMA

ཁɹɹࢫ

ճで̐代໨となるࠓ 2018 年Ϟσϧ 1$X は，ϑϨーム

のج本ߏ଄見௚しによるܰྔ化と高߶性化，およͼ଍ま

わりのܰྔ化による運動性ೳの向্，ならͼにエンジン

性ೳをվ良することで，্ ࣭で༨༟のある૸りを࣮現し

た．また৽たに，クϥンク࣠に௚݁した A$( εタータを

動Ξγετとしてར用するハイブリッドϞσϧۦ 1$X	

H:#RID を開発し，ダイϨクτでָしい૸行ϑΟーリン

άを࣮現した．

"#453"$5

In the fourth-generation model of the 2018 PCX, 
the basic structure of frame was reviewed to make it 
lighter and rigid. Weight reduction was also adapted 
to its wheels. These enhancements contributed to 
its increased dynamic performances. The engine 
performances were enhanced as well, and all these 
features made it possible to provide a high-quality 
riding with composure of rider’s mind. In addition, 
we developed hybrid model PCX HYBRID that uses 
an ACG starter directly connected to a crankshaft as 
a drive assist system and realized pleasurable ride 
feeling with a more direct drive response.

̍ɽ·͕͖͑

ΞジΞを中৺に֦େ܏向にある小ܕεクータ市場におい

て，2009 年にάローόϧϞσϧとして登場したॳ代1$X

は，さま͟まなՁ஋を生みग़し，それまでの 125	 cc εクー

タの֓೦をଧちഁった．それらのՁ஋は，

ɾ	 ѻい΍すい 125	 cc αイζの車ମにऔりೖれたワンϥ

ンク্のΏったりとしたϥイσΟンάϙジγϣン

ɾ	 高ڃ感のあるεタイリンά

ɾ	 շదで্࣭な૸り

ɾ	 ༏れた環境性ೳ

であり，1$Xのパッέージンάはこれらをಉ時に੒ཱさせ

た．これにより1$Xγリーζは，A4EANをは͡めとする

地Ҭでは্ڃのίϛϡータとして，また日本΍Ԥभなどで

はै来のಉクϥεのεクータとൺֱしてワンϥンク্の঎

඼として，世ք֤地の人ʑに高い࣋ࢧをಘてきた．その後

も 150	cc 様࢓ 1$X150 の௥加もؚめ，ৗに 125/150	cc ε

クータのパッέージンάのཧ૝を௥ٻしながらਐ化を続け

てきた．

ճ঺հする̐代໨のࠓ 2018 年Ϟσϧは，ϑϧϞσϧ

νΣンジとして開発をおこなった（Fig. 1）．このϞσϧは

ै来の1$XγリーζϞσϧが࣋つັ力の֩をҾ͗ܧなが

ら，さらにັ力を発లさせる΂く開発した．開発ࢦ਑とし

て，৽しさ，૸行性ೳ，৺地よさ，࢖い΍すさ，ࡁܦ性を

ࢦこれらす΂てがै来Ϟσϧを্ճるϨϕϧを໨，͛ܝ

した．

また৽たに，ྔ 二輪車として世քॳ（Honda࢈ ௐ΂）と

なるハイブリッドγεςムを開発し，1$X	H:#RID に౥

載した（Fig. 2）．これは，車྆加଎時にクϥンク࣠に௚݁

したϞータによるΞγετをおこなうγεςムである．こ

れによって，ಉクϥεのै来機छでは੒しಘなかった૸行

ϑΟーリンάを࣮現することができ，お٬様にʠ૸るتͼʡ	

をいっそうମ感していただきたいという開発νームの૝い

を࣮現した．

本ߘでは1$Xおよͼ1$X	H:#RID に࠾用した৽しい

技術について঺հする．
１	二輪 R&Dセンター
̎	R&DセンターX
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̎ɽ開発ίンηϓτ

開発をεターτさせるにあたり，A4EAN֤ࠃの現Ϣー

βにରして市場ௐࠪを࣮ࢪした．その݁Ռ，্ εクータڃ

としてϙジγϣχンάがされていたै来の1$Xにରして，

Ϣーβはେきなෆຬを感͡ていないことがわかった．ま

た，	1$X をߪೖできる自෼の๛かさを表現したいという

気࣋ちがڧいことがわかった．

そこで，本開発では，1$Xのັ力の֩をडけ͗ܧ，さら

にそのັ力をਐ化させることを໨ࢦした．そのため，開発

ίンセプτは，ॳ代1$Xからडけܧがれてきた「1ersonal	

$omGort	4aloon」とした．

開発ςーϚは，より๛かさを表現できるように「世ք中

のϢーβの༏ӽ感をຬたすプϨϛΞムな日ৗの଍」とし，

࣍のࡾつの開発໨ඪをઃఆした．

ɾ	 運動性ೳを向্させた্࣭で༨༟のある૸り

ɾ	 ৽しい高ڃ感の表現

ɾ	 いউ手࢖なるศརなߋ

また，いっそうの先ਐ性と高ڃ感の࣮現と૸るָしさの

向্を໨తとして，ハイブリッドγεςムを࠾用したタイ

プのઃఆをおこなった．

Fig. 1   The PCX (2018)

̏ɽ1$9の開発

�����ܰྔ化͓Αͼӡಈੑೳ্޲
車྆運動性ೳを向্させる手段として，ܰ ྔ化と車ମ߶

性の向্をਤった．

ϑϨームϘσーは Fig. 3にࣔすै来のΞンダϘーンߏ

଄から Fig. 4にࣔすダブϧクϨードϧߏ଄とした．またϑ

ϨームにϘϧτϚ΢ンτされるϑロンτΧόーεςーを

ۚଐからथࢷ΁変ߋした．これらにより，ϑϨームとϑロ

ンτΧόーεςーをあわせた࣭ྔを，ै 来のϞσϧにରし

2.4	 LH ܰྔ化をୡ੒した．また，ϑϨーム߶性にؔしては，

ॎ߶性を 50.4�，ね͡れ߶性を 2.9� 高めたことによりα

εペンγϣンの࡞動性向্と，̓ ఆ性の向্にد༩した．

ϑロンτおよͼリϠのタイϠ，ホイーϧも刷৽した

（Fig. 5）．ै 来のϞσϧにରし෯を広͛たタイϠを࠾用し，

それにともない，ホイーϧもܰྔ化をねらい৽たにઃܭし

た．εϙーク本਺を，ै 来Ϟσϧの̑本から̔本に増加さ

せ，リムにかかるԁप方向のԠ力をさ͛ることでリムをബ

೑化した．またϑロンτホイーϧはハブに中空෦をઃけ，

リϠホイーϧはハブをബ೑化した．これらにより，ै 来

Ϟσϧにରしϑロンτホイーϧは໿ 7�（-0.2	 LH），リϠホ

イーϧは໿ 11�（-0.5	LH）のܰྔ化をୡ੒した．

これらにより，ϥイダのೖ力にରしεムーζに気࣋ちよ

く車྆が൓Ԡする運動性ೳを࣮現できた．

Fig. 3   Frame of previous model

Fig. 2   The PCX HYBRID (2018)

Fig. 4   Frame of developed model
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Fig. 5   Wide tire and newly designed wheel

Fig. 7   Engine performance (PCX)

�����ΨιリンΤンδンಈྗੑೳ্޲
໨ඪとした্࣭で༨༟のある૸りをエンジン開発の؍఺

でଊえると，ग़力は向্させながら，ϥイダにリϥックε

して気࣋ちよく૸ってもらえるಛ性にすることであると考

えた．ϕϧτίンόータの変଎ճ転਺を高ճ転側にγϑτ

すると，ৼ動が増加しշద性が低下してしまうので，低ճ

転Ҭのग़力をҡ࣋しながら高ճ転Ҭの৳ͼがあるエンジン

ग़力をねらい開発をおこなった．

本機छではE6R04 ૬当のഉ気Ψε੍نにద合させるこ

とが開発໨ඪのҰつであったため，ഉ気ܥϨイΞ΢τを見

௚し，৮ഔのେܕ化をਤった．その্で，εロッτϧϘΞ

αイζのେܘ化（125	 cc のみ）と，Ϛϑϥ಺෦のエΩκーε

τパイプߏ଄をετϨーτ化することで，高ճ転Ҭのग़力

向্をਤった．エΞクリーφの༰ྔを 1	L ֦େし，ٵ気ダ

クτおよͼίωクςΟンάνϡーブをؚめたٵ気ܦ࿏につ

いて Fig. 6にࣔす$FD解ੳを׆用し，௨࿏಺のྲྀ଎とѹ

力όϥンεを最ద化した．これらにより低中ճ転Ҭエンジ

ンग़力を前Ϟσϧಉ౳としながら，εロッτϧૢ࡞にରし

す͹΍くエンジンが൓Ԡするエンジンग़力ಛ性を࡞りこΉ

ことができた．

さらに，ϥイダのೖ力にରしてεムーζに気࣋ちよく

൓Ԡするように FI セッςΟンάをվ良した．これにより，

Fig. 7，Fig. 8でࣔすように，前Ϟσϧエンジンग़力にର

し，ಉ౳の変଎ճ転਺と低଎Ҭの加଎力をอちながら，高

଎Ҭでの৳ͼのある૸りを࣮現し，্ ࣭で༨༟のある૸り

をୡ੒した．

運動性ೳの向্も合わせ，௨ۈからツーリンάまでの෯

広い用్において，よりָしく׆༂できるϞσϧにするこ

とができた．
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Fig. 6   Example of CFD analysis in air cleaner case

Fig. 8   Engine performance (PCX150)
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̐ɽ1$9�):#3*% の開発

�����ϋイϒリουγεςムのͶΒ͍
ै来のこのഉ気ྔクϥεのεクータでは，εロッτϧを

開けてから車ମが൓Ԡするまでに，ϕϧτίンόータのಛ

性により，୹時間ながらタイムϥάがあり，ϚχϡΞϧτ

ϥンεϛッγϣン車のようなϨεϙンεが࣮現できなかっ
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Fig. 9   ACG starter (assist motor)

た．これはόイク޷きの٬ސがεクータをܟԕするҰつの

要Ҽともなっている．本1$Xでは，このϨεϙンεをվળ

し，よりָしい૸行を࣮現できる手๏のݕ౼をおこなって

きた．

そして，その࣮現手๏のҰつとして，ೖ力にରしଈ࠲に

൓Ԡする電動Ϟータのग़力ಛ性をར用し，Ψιリンエンジ

ンग़力とのハイブリッドとすることで，ै 来のεクータに

は無いダイϨクτでָしい૸行ϑΟーリンάの࣮現をねら

うこととした．

なお，1$X	H:#RID の性ೳに܎わる਺஋はす΂て日本

向けの 125	 cc エンジンを౥載したハイブリッドϞσϧと

する．また，ൺֱするΨιリンエンジンϞσϧも 125	 cc の

2018 年Ϟσϧ1$Xとする．

�����ϋイϒリουγεςム֓ཁ
�������ίンύΫτͳγεςムレイΞウτ
ハイブリッドγεςムを࠾用する্で最もॏࢹしたの

は，二輪車としての機動性を低下させないことであった．

ハイブリッド車はۦ動用όッςリー΍ෳࡶな੍ޚγεςム

を౥載することとなり，࣭ ྔが増加し，車ମαイζをେܕ

化するのがҰൠతであり，二輪車としての機動力がࣦわれ

てしまうことが課題であった．そこで，1$X	H:#RID で

は 1$X が本来࣋っている機動力をଛなうこと無く，շద

で্࣭な૸りをҡ࣋し，֗ 中で気ܰに࢖える車ମとするた

め，ΨιリンエンジンϞσϧの 1$X のϘσーにೲまるί

ンパクτなγεςムとすることを໨ඪとした．

γεςムのγンプϧ化，ΨιリンエンジンϞσϧとのಉ

ҰのϘσーの࢖用を೦಄にஔいた݁Ռ，パϥϨϧ方式を࠾

用することとした．これは，A$( εタータ（１）によりۦ動

Ξγετをおこなうものである．A$(εタータは，Ψιリ

ンエンジンϞσϧにおいて࢝動と発電を୲い，また，クϥ

ンク࣠に௚݁഑ஔされている（Fig. 9）．また，εςータのί

Ξࡐに，ハイブリッドۦ動Ϟータ用電࣓߯൘を࠾用するこ

とで，よりమଛのগないઐ用Ϟータとし，࢝ 動ܥをؚΉエ

ンジンのج本ߏ଄を変えͣにίンパクτなϢχッτを࣮現

した．

ハイブリッドγεςムをߏ੒するパーツྨの഑ஔを Fig. 

10にࣔす．ϞータΞγετ੍ޚを୲う1ower	Drive	6nit	

（1D6）は，エンジン੍ޚを୲うEnHine	$ontrol	6nit（E$6）

の࣮૷෦඼のαイζダ΢ン΍，電ݯ෦の発೤ଛࣦを低ݮす

ることでϨイΞ΢τの集໿化をਤり，ϕーεの E$6 のα

イζをҡ࣋しながらҰମ化を࣮現した．

ダ΢ンϨΪϡϨータは，౮Րث΍ԖόッςリーなどのҰ

ൠ電૷෦඼΁の電力څڙを୲う．ジϟンクγϣンϢχッτ

は，12	V の֎෦電ݯにてඇৗ時に࢝動できる機ೳを༗す．

この二つのϢχッτと後ड़するリν΢ムイΦンόッςリー

をまとめて഑ஔすることで഑ઢなどの୹ॖ化を࣮現した．

これらによりハイブリッドγεςムのパーツྨは，Ψι

リンエンジンϞσϧの֎؍を่さͣϨイΞ΢τでき，ίン

パクτなγεςムをୡ੒した．

�������γεςムಈ֓࡞ཁ
γεςムの࡞動イϝージを Fig. 11にࣔす．ϞータΞγ

ετはΞイドリンάετップの࢝࠶動時とϥイダがૢ࡞す

るεロッτϧのૢ࡞଎౓があるしきい஋を௒えた場合にお

こなわれる．Ξγεττϧクの੍ޚは，εロッτϧ開౓と

エンジンճ転਺およͼリν΢ムイΦンόッςリーの࢒༰ྔ

と温౓より，1D6 が最దなΞγεττϧクを発生させる

．ग़しおこなわれるࢉ஋をྩࢦ

ϞータΞγετ࡞動時Ҏ֎は，A$(εタータが発電し，

リν΢ムイΦンόッςリーをॆ電する．

�������Ξγετ࣌ؒઃఆ
Ξγετ時間はόッςリーαイζに༩えるӨڹがେきい

ため，࢖いউ手からڐ༰できる必要最小ݶの時間となるよ

ACG starter (assist motor)

PDU

Lead battery
Lithium-ion battery pack

ACG starter (assist motor)

Junction unit

Down regulator

Fig. 10   Layout of hybrid system parts
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Fig.12   Measurement results for throttle-opening time 
(urban area driving in Thailand)

Fig. 13   Measurement results for throttle-opening time 
(suburban area driving in Thailand)

うݕ౼した．ٸ加଎をすることが多いタイのϢーβ࢖用の

ঢ়گを中৺にܭ測をおこない，εロッτϧを開けてから車

଎ίンτローϧのためにεロッτϧを໭し࢝めるまでの時

間のස౓として，Fig. 12と Fig. 13の݁Ռがಘられた．こ

の時間が３ඵҎ಺となる割合が，Fig. 12にࣔす市֗地では

໿ 90�，Fig. 13にࣔす߫֎では໿ 80� となっている．こ

の݁Ռから，Ξγετ時間を３ඵにઃఆすることで，加଎

時のେ෦෼をΧόーできることがわかった．

Ұ方，３ඵ間のΞγετ後にただちにΞγετをऴྃし

た場合ۦ， 動力変化ྔがେきく૸行ϑΟーリンάにӨڹが

ग़ることが予測された．そのため，Ξγετྔをঃʑにݮ

らす時間を１ඵ間ઃけ，合ܭ最େ̐ඵ間のΞγετ時間と

なるようにઃఆした．また，その後はঃʑに発電ෛՙが্

ঢする੍ޚとし，違࿨感の無い৺地よい૸行ϑΟーリンά

を࣮現することができた．

�������リチウムイオンόοςリʔ
γεςム෦඼の中でϞータۦ動用όッςリーは最େのେ

きさとなる．二輪車の機動性をଛなわͣに౥載するための

小ܕ化΁の要ٻと，Ξγετに必要な์電ग़力をຬたすた

めେܕ化΁の要ٻが૬൓し課題となる．

そこでまͣ，要ٻされるΞγετग़力とΞγετ時間か

ら，車྆に౥載Մೳなαイζ，࣭ ྔをຬ଍するόッςリー

として高ग़力タイプのԁ౵ܕ（П 18	 mm）リν΢ムイΦン

όッςリーセϧをબఆした．

高ճ転までΞγετをおこなうため，セϧ電ѹ 3.6	 V の

όッςリーセϧ 14 電ѹを高めた．Ξγݯを௚ྻとし電ݸ

ετ要ٻग़力，およͼ低温かつ低όッςリー࢒ （ྔ4tate	

0G	$harHe:	40$）で要ٻされるエンジン࢝動ग़力をຬ଍さ

せるため̎ฒྻとした．その݁Ռ，セϧϨイΞ΢τは 14 ௚

ྻ̎ฒྻのߏ੒となり，ఆ֨電ѹ 50.4	V，ఆ֨༰ྔ 3.8	Ah

（192	Wh）とした．

όッςリーパックはόッςリーの温౓΍ 40$，ॆ ์電

などを؅ཧするόッςリーϚωジϝンτϢχッτをҰମ化

し，๷水性ೳとして IE$60529 のอޢ౳ڃ I1X5 のパック

଄とした．Ҏ্によりߏ Fig. 14にࣔすように，車྆に౥

載Մೳなίンパクτなαイζのόッςリーパックを࣮現し

た．リν΢ムイΦンόッςリーパックのαイζは 205	mm

（L）̫ 134	mm（W）̫ 90	mm（H），࣭ ྔ 2.6	LH である．

�������モʔλΞγετʹΑΔύϑΥʔϚンε্޲
Ϟータग़力は 1.4	 LW/3000	 rpm，4.3	Nm/3000	 rpm と
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Fig. 11   Overview of hybrid system
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Fig. 14   Appearance of lithium-ion battery pack
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Fig. 15   Increase in torque by motor assist at wide 
open throttle (WOT)

Fig. 17   Comparison of power performance

した．ΨιリンエンジンϞσϧにରして，125	 cc Ϟσϧ

でエンジンग़力と合ࢉした場合，Fig. 15のとおり，4000	

rpm で໿ 33�，5000	 rpm で໿ 22� のτϧク向্ができ，

τϧクϑϧなΞγετを࣮現した．
Fig. 16はఀ車ঢ়ଶからεロッτϧをશ開で加଎したと

きのエンジンճ転਺の変化をΨιリンエンジンϞσϧとൺ

ֱしたものである．なお，ݧࢼ৚݅౳は社಺نݧࢼఆにج

ͮいて࣮ࢪした．ΨιリンエンジンϞσϧでは 4ճ໨の燃

মでԕ৺クϥッνの઀続ճ転਺に౸ୡしていたのにରし，

ハイブリッドϞσϧは 3ճ໨の燃মで౸ୡしていることが

わかる．すなわち，素ૣく൓ԠするϞータでのΞγετに

より，Ξイドリンάετップからの発ਐについて，࢝ 動か
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<0     50 m Acceleration with WOT from stop>
After running 50 m

<Acceleration with WOT from 40 km/h>

PCX (Gasoline engine)

PCX HYBRID

+ 7 m

After running 200 m

Fig. 16   Comparison of duration before clutch 
engagement

らԕ৺クϥッν઀続までの時間をおよそ 20� ୹ॖするこ

とに੒ޭした．これらにより，ダイϨクτな加଎ϑΟーリ

ンάによる֗中での発ਐ加଎のහডさとίーφリンάでの

す͹΍いτϥクγϣンಛ性などをಘることができ，よりワ

クワクできるָしい૸行ϑΟーリンάを࣮現できた．

また，Fig. 17にࣔすように，ハイブリッドϞσϧは，ఀ

からのεロッτϧશ開の発ਐ加଎でࢭ 50	m ૸行する間に，

ΨιリンエンジンϞσϧにରして໿̎車਎（4	m）のࠩが生

͡た．ಉ様に，40	 Lm/h からのεロッτϧશ開の加଎につ

いては，200	m ૸行する間に໿ 3.6 車਎（7	m）ࠩ が生͡た．

Ҏ্の݁Ռより，ϞータΞγετにより，動力性ೳについ

ても向্がਤれたことが確ೝできた．

�������Ξイυリンάετοϓ࡞ಈ଴ͪ࣌ؒの୹ॖ
これまで 1$X のΞイドリンάετップの࡞動は，ఀ

車から３ඵܦ過後としていた．これはौ଺࿏などでの発

ਐఀࢭの܁りฦし時にසൟにエンジンがఀࢭすると࠶発

ਐ時のタイムϥάが൥わしく感͡るためであった．1$X	

H:#RID ではϞータΞγετによりૣいクϥッν઀続が

Մೳとなり，タイムϥάによる൥わしさが感͡にくくなる

ため，Ξイドリンάετップ࡞動待ち時間の୹ॖݕ౼をお

こなった．ϥイダが感͡るタイムϥάの൥わしさと࠶発ਐ

性の҆৺感のόϥンεを௥ٻしたセッςΟンάをおこなう

ことで Fig. 18にࣔすように，ै 来Ϟσϧにରし 2.5 ඵ୹ॖ

した．その݁Ռ，ఀ 車から 0.5 ඵܦ過後にエンジンをఀࢭ

することができ，ഉग़Ψεの཈੍と֗৐りの੩ॗ性にد༩

した．
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Fig. 21にセンタσΟεプϨイをࣔす．また，Fig. 22，23

にࣔすようにΞγετϨϕϧおよͼνϟージϨϕϧは，そ

れͧれ̑段֊およͼ̎段֊のόーάϥϑとして表ࣔした．

Fig. 18   Reduced waiting time for idling stop system 
operation

Fig. 19   Example of torque difference due to 
difference in assist mode
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�������ΞγετྗಛੑのมߋʹΑΔ૸ߦモʔυ੾ସ͑
ެ，りこみをおこなっていく段֊で࡞様の࢓ ಓ૸行がՄ

ೳで๏نをຬ଍した࡞ࢼ車を࡞੒し，φンόऔಘの্でެ

ಓでのద合性ςετを࣮ࢪした．その݁Ռ，ौ଺࿏で要ٻ

されるΞγετ力とワインσΟンάで要ٻされるΞγετ

力では，ಉ͡εロッτϧ開౓においても要ٻがҟなること

がわかった．

よって૸行Ϟード੾ସえ機ೳを௥加し，૸行γーン΍ϥ

イダの޷みにあわせて，ϞータのΞγετಛ性の੾ସえを

Մೳにした．

ϝインεイッνΦン後は D Ϟードとし，リϥックεし

たշదな૸行とద౓なΞγετをཱ྆できるઃఆとした．

Ұ方，4 ϞードはΞγετ力をڧめることにより，εϙー

ツ性の高い૸行がՄೳとなり，૸るָしさをより感͡られ

るઃఆとした．۩ମతには，εロッτϧશ開時のΞγετ

力は変わらないが，低中開౓でのΞγετ力が Fig. 19の

ྫのように開౓͝とにҟなるセッςΟンάとした．これら

のϞードの੾ସえはࠨ， 側ハンドϧεイッνのϞード੾ସ

えεイッν（Fig. 20）によってौ଺΍ワインσΟンάなど

γーンに合わせ૸行中にもおこなえるようにした．

�������ϋイϒリοτं༻εϐʔυϝʔλදࣔ
ハイブリッドγεςムのさま͟まな৘報をわかり΍すく

表ࣔするためにઐ用ϝータを࠾用した．εϐードϝータ，

時ܭ，ฏۉ燃අなどのΨιリンエンジンϞσϧとಉ様の表

ࣔに加え，ハイブリッドタイプઐ用࢓様として，Ҏ下߲໨

を௥加した．

ɾ	 ૸行Ϟード表 （ࣔD/4/ ΞイドリンάϞード）

ɾ	 Ϟータによるエンジン΁のΞγετϨϕϧ

ɾ	 リν΢ムイΦンόッςリー΁のνϟージϨϕϧ

ɾ	 リν΢ムイΦンόッςリーྔ࢒

ɾ	 リν΢ムイΦンόッςリーインジέータ

Mode selector switch

D/S/Idling mode indicator

Charge/Assist level indicator

Lithium-ion battery 
residual capacity meter

Lithium-ion battery indicator

Fig. 20   Mode selector switch

Fig. 21   Speedometer for PCX HYBRID
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Fig. 22   Assist level indicator (at maximum level)

Fig. 23   Charge level indicator (at maximum level)

̑ɽ·ͱΊ

̐代໨としてϑϧϞσϧνΣンジをおこなった 2018 年

Ϟσϧ 1$X は，ϑϨームϘσーとホイーϧの刷৽およͼ

نをվ良した．৽しいഉΨεܥഉ気ٵ （੍E6R04 ૬当）を

ຬ଍させながらै来Ϟσϧを௒える機ೳ性ೳをୡ੒し，௨

༂できるϞσ׆からツーリンάまで෯広く，よりָしくۈ

ϧにできた．

1$X	H:#RID は，1$X のパッέージンάを最େݶに

ྲྀ用しながらハイブリッドγεςムを必要最小ݶとする

とともに，Ϟータのઐ用化とΞγετ時間のద正化をお

こなった．その݁Ռ，֗ 中での発ਐ加଎のහডさ΍，ίー

φリンάでのす͹΍いτϥクγϣンಛ性などの性ೳをಘ

ることで，よりワクワクできるָしい૸行ϑΟーリンά

を࣮現し，ྔ するこڙ二輪車ॳのハイブリッド車をఏ࢈

とができた．

本ハイブリッドγεςムは，二輪車における৽しい঎඼

ັ力技術のҰつのܗとしてࠓ後お٬様にडけೖれられ発ల

していくことをظ待する．

ݙจߟࢀ
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